
末木・枝条

木材のカスケード利用

廃棄

焼却・埋立 再利用

製材・合板等資材 チップ等

住宅、家具、梱包、土木資材等 ボード類、燃料、紙等

焼却・埋立

古紙回収

エネルギー
として利用

製材端材

製材用丸太

ペレットパーティクルボード
古紙回収率７割

建設発生木材の
再資源化率等 ９割

・木材は、住宅、家具、パーティクルボード、ペレットなど様々な用途があり、それをいわばカスケード的
に利用していけば、炭素の貯蔵効果をより持続的に発揮することができます。

・そのため、ポスト京都議定書において、木材製品の炭素貯蔵効果を評価することになった場合には、
カスケード利用を促進することが極めて重要になっていくことになります。
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